
(57)【要約】

【課題】　図１のＡ部分のトナー量を制御することによ

り、潤滑材を安定供給する画像形成装置を提供すること

を課題とする。特に、クリーニング装置内のトナーが少

ない時に、Ａ部分のトナー量を制御することで潤滑剤の

ブラシへの安定供給を課題とする

【解決手段】　実際に感光体上に書き込んだ画像面積を

感光体の回転数で割った感光体回転数あたりの画像面積

率Ｐを指標とし、その値が１５０以下のときを低画像面

積と判断し、Ａ部分にトナーを供給する動作を追加した

。具体的には印刷動作の終了時に、その印刷ジョブの間

の感光体回転数と書き込みユニットで書き込んだ画素数

からＰの値を計算し、Ｐの値が１５０以下の場合、次の

ジョブの通紙前にクリーニング部にトナーを供給するこ

とで、低画像面積のジョブが続いても、常に安定した潤

滑剤供給が行われ、画像変動の少ない安定した画像を得

ることを可能とした。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
感 光 体 と 、 感 光 体 上 に 静 電 潜 像 を 書 き 込 む 露 光 装 置 と 、 潜 像 を ト ナ ー 像 に 現 像 す る 現 像 装
置 と 、 感 光 体 上 の ト ナ ー 像 を 紙 な ど の 転 写 材 に 転 写 す る 転 写 装 置 と 、 転 写 後 に 感 光 体 の 表
面 に 残 留 し た ト ナ ー を 清 掃 回 収 す る ク リ ー ニ ン グ 装 置 を 有 す る 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
前 記 ク リ ー ニ ン グ 装 置 は ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド と ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ と 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材
と ブ ラ シ に 当 接 し た 潤 滑 材 か ら 構 成 さ れ て お り 、
画 像 形 成 装 置 で 形 成 さ れ る 画 像 を 書 き 込 ん だ と き の 画 素 を Ｎ 、 像 担 持 体 の 回 転 数 を Ｒ と す
る と 、
Ｎ ／ Ｒ （ 感 光 体 回 転 数 あ た り の 画 像 面 積 ） が 一 定 値 以 下 の 低 画 像 面 積 の 画 像 形 成 が 一 定 枚
数 以 上 続 い た 時 に 、
転 写 材 と 転 写 材 の 間 に 当 た る い わ ゆ る 紙 間 部 分 で 一 定 量 の ト ナ ー を ド ラ ム を 介 し て ク リ ー
ニ ン グ 装 置 に 供 給 す る
こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 形 成 装 置 は 、 Ｎ ／ Ｒ （ 感 光 体 回 転 数 あ た り の 画 像 面 積 ） が 一 定 値 以 下 の 低 画 像
面 積 の 画 像 形 成 が 一 定 枚 数 以 上 続 い た 時 に 、
ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ に ト ナ ー と 同 じ 極 性 の バ イ ア ス を 印 加 す る
こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、
　 前 記 画 像 形 成 装 置 は 、 Ｎ ／ Ｒ （ 感 光 体 回 転 数 あ た り の 画 像 面 積 ） が 一 定 値 以 下 の 低 画 像
面 積 の 画 像 形 成 が 一 定 枚 数 以 上 続 い た 時 に 、
廃 ト ナ ー 搬 送 経 路 を 停 止 さ せ る
こ と を 特 徴 と す る 画 像 形 成 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 写 機 、 フ ァ ク シ ミ リ 、 プ リ ン タ 等 に 用 い ら れ る 電 子 写 真 方 式 の 画 像 形 成 装
置 に 関 し 、 特 に 、 像 担 持 体 の ク リ ー ニ ン グ 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
ク リ ー ニ ン グ 装 置 か ら ブ ラ シ を 介 し て 感 光 体 や 転 写 ベ ル ト な ど に 潤 滑 材 を 塗 布 す る 場 合 、
ク リ ー ニ ン グ 装 置 内 の ト ナ ー の 量 に よ っ て 潤 滑 材 の 供 給 の さ れ か た 、 塗 布 さ れ 方 が 影 響 を
受 け る 。
例 え ば 、 全 ベ タ や チ ェ ッ カ ー フ ラ グ 画 像 の よ う な 高 画 像 面 積 の 印 刷 を 行 う と ク リ ー ニ ン グ
装 置 へ の ト ナ ー 入 力 量 も 多 く な る た め 、 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ や ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド が ト
ナ ー リ ッ チ な 状 態 に な る 。 こ の 場 合 、 潤 滑 材 を 感 光 体 に 供 給 し よ う と し て も ト ナ ー に 邪 魔
さ れ て 供 給 で き な い と い う 状 況 に な る 。 こ の よ う な 高 画 像 面 積 が 続 い た 時 の 対 策 と し て 特
許 文 献 １ で は 潤 滑 剤 の ブ ラ シ へ の 押 圧 力 を 上 げ た り 、 回 転 数 を あ げ た り す る と い っ た 、 供
給 量 を 増 や す 例 が 挙 げ ら れ て い る 。 し か し 、 低 画 像 の と き に つ い て は 特 に 記 載 さ れ て い な
い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 低 画 像 面 積 の 印 刷 が 続 く 場 合 、 ト ナ ー に 潤 滑 剤 を 混 ぜ て い る よ う な 特 許 文 献 ２ の よ
う な 例 で は 、 当 然 ト ナ ー 量 が 少 な い ＝ 潤 滑 剤 供 給 量 が 少 な い と な る の で 、 そ れ に 対 し て ト
ナ ー を 消 費 す る よ う な 対 策 が 挙 げ ら れ て い る 。
し か し 、 特 許 文 献 １ の よ う に ト ナ ー と は 別 の 経 路 か ら 潤 滑 剤 を 供 給 す る 場 合 は 、 低 画 像 面
積 の 場 合 は ト ナ ー に 邪 魔 さ れ る こ と な く 潤 滑 剤 が 塗 れ る と 考 え ら れ 、 と く に 問 題 視 さ れ る
こ と は な か っ た 。
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【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 ブ ラ シ か ら 感 光 体 へ の 供 給 は 容 易 に な る の だ が 、 ブ ラ シ と 潤 滑 材 の 当 接 部 に ト ナ
ー が ほ と ん ど い な く な る 。 潤 滑 材 と ブ ラ シ の 接 触 位 置 に ト ナ ー が 介 在 す る と 、 ト ナ ー が 研
磨 粒 子 の 役 を 果 た し 、 潤 滑 材 が 削 れ て ブ ラ シ に 供 給 さ れ や す く な る 。 そ の ト ナ ー ま で い な
く な る た め 、 一 時 的 に ブ ラ シ へ の 潤 滑 材 の 供 給 が さ れ に く く な る こ と が わ か っ た 。
具 体 的 に い う と 図 １ が 潤 滑 材 の 備 わ っ た 画 像 形 成 装 置 の 感 光 体 周 り の 主 要 部 断 面 図 で あ る
。
図 １ の Ａ の 部 分 、 す な わ ち 、 感 光 体 、 ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド 、 潤 滑 材 、 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ
シ で 囲 わ れ た 部 分 の ト ナ ー 量 が 非 常 に 潤 滑 剤 供 給 に 影 響 し や す い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
こ の 部 分 が ト ナ ー リ ッ チ に な っ て い れ ば 従 来 例 に あ る よ う に 潤 滑 剤 の 供 給 が 阻 害 さ れ や す
く な る 。 逆 に こ の 部 分 の ト ナ ー が 少 な く な る と 潤 滑 材 の ブ ラ シ へ の 供 給 が 一 瞬 低 下 し （ ト
ナ ー の 研 磨 作 用 が 減 り 、 潤 滑 剤 の ブ ラ シ へ の 供 給 が 低 下 す る ） 、 そ の 後 急 激 に 潤 滑 剤 の 供
給 量 が 増 え 、 過 剰 供 給 に な る （ ブ ラ シ の ト ナ ー 量 が 減 る た め ブ ラ シ か ら 感 光 体 へ の 潤 滑 剤
供 給 率 が 上 が る ） 。 こ の よ う に 潤 滑 剤 の 供 給 量 が 変 動 す る た め 、 図 １ の Ａ 部 分 の ト ナ ー 量
に よ り 画 像 が 変 わ っ て し ま う と い う 不 具 合 が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 発 明 は 、 画 像 面 積 率 に 応 じ て 潤 滑 剤 の 塗 布 量 を 制 御 す る 方 式 に つ い
て の も の で 、 潤 滑 剤 の ブ ラ シ に 対 す る 押 圧 力 や ブ ラ シ の 回 転 数 を 制 御 し て い る 。 本 願 と は
塗 布 量 の 制 御 方 式 が 異 な る 。
　 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 ト ナ ー の 中 に 潤 滑 剤 を 混 ぜ た 方 式 で 、 画 像 面 積 率 が 変 わ る
と 潤 滑 剤 の 塗 布 量 が 変 わ る た め 、 画 像 面 積 率 に 応 じ て 潤 滑 剤 を 供 給 す る モ ー ド を 設 け た こ
と を 特 徴 と し て い る 。 本 願 は 、 特 許 文 献 １ で は 問 題 と さ れ て い な い 低 画 像 面 積 が 続 い た 場
合 に つ い て も 潤 滑 剤 を 均 一 に 供 給 す る た め の 発 明 で あ る 点 で 異 な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ０ ８ － ２ ３ ４ ６ ４ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 ２ ０ ０ ３ － ２ ４ １ ５ ７ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 図 １ の Ａ 部 分 の ト ナ ー 量 を 制 御 す る こ と に よ り
、 潤 滑 材 を 安 定 供 給 す る 画 像 形 成 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
ま た 、 本 発 明 は 、 ク リ ー ニ ン グ 装 置 内 の ト ナ ー が 少 な い 時 に 、 Ａ 部 の ト ナ ー 量 を 制 御 す る
こ と で 潤 滑 剤 の ブ ラ シ へ の 安 定 供 給 を 課 題 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 と し て 、 本 発 明 は 以 下 の 特 徴 を 有 し て い る 。
請 求 項 １ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 で は 、 感 光 体 と 、 感 光 体 上 に 静 電 潜 像 を 書 き 込 む 露 光 装 置
と 、 潜 像 を ト ナ ー 像 に 現 像 す る 現 像 装 置 と 、 感 光 体 上 の ト ナ ー 像 を 紙 な ど の 転 写 材 に 転 写
す る 転 写 装 置 と 、 転 写 後 に 感 光 体 の 表 面 に 残 留 し た ト ナ ー を 清 掃 回 収 す る ク リ ー ニ ン グ 装
置 を 有 す る 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 前 記 ク リ ー ニ ン グ 装 置 は ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド と ク リ
ー ニ ン グ ブ ラ シ と 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材 と ブ ラ シ に 当 接 し た 潤 滑 材 か ら 構 成 さ れ て お り 、 画 像
形 成 装 置 で 形 成 さ れ る 画 像 を 書 き 込 ん だ と き の 画 素 を Ｎ 、 像 担 持 体 の 回 転 数 を Ｒ と す る と
、 Ｎ ／ Ｒ （ 感 光 体 回 転 数 あ た り の 画 像 面 積 ） が 一 定 値 以 下 の 低 画 像 面 積 の 画 像 形 成 が 一 定
枚 数 以 上 続 い た 時 に 、 転 写 材 と 転 写 材 の 間 に 当 た る い わ ゆ る 紙 間 部 分 で 一 定 量 の ト ナ ー を
ド ラ ム を 介 し て ク リ ー ニ ン グ 装 置 に 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ２ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 で は 、 さ ら に 、 前 記 画 像 形 成 装 置 は 、 Ｎ ／ Ｒ （ 感 光 体 回 転
数 あ た り の 画 像 面 積 ） が 一 定 値 以 下 の 低 画 像 面 積 の 画 像 形 成 が 一 定 枚 数 以 上 続 い た 時 に 、
ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ に ト ナ ー と 同 じ 極 性 の バ イ ア ス を 印 加 す る こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ３ に 記 載 の 画 像 形 成 装 置 で は 、 さ ら に 、 前 記 画 像 形 成 装 置 は 、 Ｎ ／ Ｒ （ 感 光 体 回 転
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数 あ た り の 画 像 面 積 ） が 一 定 値 以 下 の 低 画 像 面 積 の 画 像 形 成 が 一 定 枚 数 以 上 続 い た 時 に 、
廃 ト ナ ー 搬 送 経 路 を 停 止 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 の 画 像 形 成 装 置 で は 、 低 画 像 面 積 の ジ ョ ブ が 続 い て も 、 一 定
量 の ト ナ ー が ク リ ー ニ ン グ 部 に 供 給 さ れ る た め 、 常 に ク リ ー ニ ン グ 装 置 内 の 潤 滑 剤 近 傍 の
ト ナ ー 量 が 一 定 量 に 保 持 さ れ る た め 、 常 に 安 定 し た 潤 滑 剤 供 給 が 行 わ れ 、 画 像 変 動 の 少 な
い 安 定 し た 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の 画 像 形 成 装 置 で は 、 低 画 像 面 積 の ジ ョ ブ が 続 い て も 、 ク リ ー ニ ン グ ブ
ラ シ に 保 持 さ れ た ト ナ ー を 緩 や か に 吐 き 出 し 供 給 す る こ と に よ り 、 潤 滑 剤 近 傍 の ト ナ ー 量
の 変 動 量 を な だ ら か に す る こ と が で き 、 潤 滑 剤 供 給 量 の 変 動 が 抑 制 さ れ る た め 、 画 像 変 動
の 少 な い 安 定 し た 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 本 発 明 の 画 像 形 成 装 置 で は 、 低 画 像 面 積 の ジ ョ ブ が 続 い て も 、 ク リ ー ニ ン グ 装
置 内 の ト ナ ー 量 の 排 出 を 抑 制 す る こ と で ク リ ー ニ ン グ 装 置 内 に ト ナ ー を あ る 程 度 溜 め こ み
、 潤 滑 剤 近 傍 の ト ナ ー 量 が 一 定 量 に 保 持 さ れ る た め 、 常 に 安 定 し た 潤 滑 剤 供 給 が 行 わ れ 、
画 像 変 動 の 少 な い 安 定 し た 画 像 を 得 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 で は 感 光 体 回 転 数 あ た り の ト ナ ー の 入 力 量 、 具 体 的 に は 露 光 部 で 作 成 さ れ た 静 電 潜
像 の 画 像 面 積 を 感 光 体 の 回 転 数 で 割 っ た 数 を 一 つ の 指 標 と し 、 そ れ が 一 定 量 よ り 多 け れ ば
ト ナ ー リ ッ チ と 判 断 し 、 先 に 述 べ た ク リ ー ニ ン グ 部 の ト ナ ー を 減 ら す よ う な 動 作 を 実 行 し
、 一 定 量 よ り 少 な け れ ば ク リ ー ニ ン グ 部 に ト ナ ー を 溜 め る よ う な 動 作 を 行 う こ と に よ り 、
潤 滑 材 の 供 給 を 安 定 さ せ る こ と に し た 。
以 下 実 施 例 で 詳 細 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
［ 実 施 例 １ ］
図 １ は 本 発 明 に 使 用 さ れ る 画 像 形 成 装 置 の 主 要 部 断 面 図 で あ る 。
１ は 感 光 体 、 ２ は 帯 電 装 置 、 ３ は 感 光 体 に 対 し て 静 電 潜 像 を 形 成 す る 露 光 装 置 、 ４ は 感 光
体 上 の 静 電 潜 像 に ト ナ ー を つ け て 現 像 す る 現 像 装 置 、 ５ が 転 写 材 に 感 光 体 上 の ト ナ ー 像 を
転 写 す る 転 写 装 置 、 ６ が 転 写 装 置 で 転 写 さ れ ず に 感 光 体 上 に 残 っ た 転 写 残 ト ナ ー を 感 光 体
に 当 接 さ せ た ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド で ク リ ー ニ ン グ す る ク リ ー ニ ン グ 装 置 で あ る 。 ま た 、
７ は 転 写 材 を タ イ ミ ン グ に あ わ せ て 搬 送 す る た め の レ ジ ス ト ロ ー ラ 対 ８ で あ る 。
さ ら に ク リ ー ニ ン グ 装 置 ６ は ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド ６ １ 、 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ ６ ２ 、 潤 滑
材 ６ ３ 、 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材 ６ ４ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 画 像 形 成 装 置 は Ａ ４ 通 紙 で ２ ８ ｐ ｐ ｍ 以 上 の 生 産 性 を 確 保 す る た め に 、 レ ジ ス ト ク ラ ッ
チ は ６ ０ 秒 /２ ８ ＝ ２ ． １ ４ 秒 な の で 、 余 裕 を 持 っ て ２ ． １ 秒 間 隔 で 紙 や Ｏ Ｈ Ｐ な ど の 転
写 材 を 転 写 部 に 送 っ て い る （ 以 下 ） 。 感 光 体 の プ ロ セ ス 線 速 が １ ２ ５ ｍ ｍ ｓ ｅ ｃ で あ る た
め 、 転 写 材 の 後 端 と 次 の 転 写 材 の 後 端 と の 間 隔 は ２ ６ ２ ． ５ ｍ ｍ 。 感 光 体 １ は φ ３ ０ な の
で 約 ２ ． ８ 回 転 す る 。 そ れ 以 外 に 最 初 の 紙 の 先 端 が レ ジ ス ト 位 置 に 到 達 す る ま で に 約 １ ．
５ 秒 　 約 ２ 回 転 　 紙 の 後 端 が レ ジ ス ト 位 置 を 抜 け て か ら 感 光 体 が 停 止 す る ま で に 約 ５ 秒 弱
、 約 ６ 回 転 す る 。 さ ら に Ａ ４ サ イ ズ は ２ １ ０ ｍ ｍ な の で １ 枚 の 紙 の 先 端 か ら 後 端 ま で で 約
２ ． ２ 回 転 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
以 上 を ま と め る と 、
Ａ ４ サ イ ズ １ 枚 通 紙 の 場 合 、 感 光 体 の 回 転 数 は 、 ２ ＋ ２ ． ２ ＋ ６ で 約 １ ０ 回 転 す る 。
Ａ ４ サ イ ズ ２ 枚 連 続 通 紙 の 場 合 、 感 光 体 の 回 転 数 は 、 ２ ＋ ２ ． ２ ＋ ２ ． ８ ＋ ６ で 約 １ ３ 回
転 す る 。
Ａ ４ サ イ ズ ３ 枚 連 続 通 紙 の 場 合 、 感 光 体 の 回 転 数 は 、 ２ ＋ ２ ． ２ ＋ ２ ． ８ × ２ ＋ ６ で 約 １
６ 回 転 す る 。
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ま た 、 用 紙 サ イ ズ が 小 さ く な れ ば 回 転 数 は 減 る し 、 用 紙 サ イ ズ が 大 き く な れ ば 回 転 数 も 増
え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
一 方 ト ナ ー の ク リ ー ニ ン グ へ の 入 力 量 は 、 現 像 し た ト ナ ー 量 に ほ ぼ 比 例 す る が 、 同 じ よ う
な ベ タ 画 像 で も 用 紙 サ イ ズ に よ っ て 幅 方 向 の 長 さ が 変 わ れ ば 回 転 数 あ た り の ト ナ ー 消 費 量
は 変 わ っ て く る 。 例 え ば Ａ ４ 横 通 紙 （ 感 光 体 幅 方 向 ２ ９ ７ ｍ ｍ × 感 光 体 回 転 方 向 ２ １ ０ ｍ
ｍ ） と Ａ ５ の 縦 通 紙 （ 感 光 体 幅 方 向 １ ４ ８ ｍ ｍ × 感 光 体 回 転 方 向 ２ １ ０ ｍ ｍ ） で は 、 作 像
１ 枚 当 た り の 感 光 体 回 転 数 は 変 わ ら な い が 、 ク リ ー ニ ン グ へ の ト ナ ー 入 力 量 は Ａ ４ サ イ ズ
が Ａ ５ の ２ 倍 に な る 。 そ こ で 、 実 際 に 感 光 体 上 に 書 き 込 ん だ 画 像 面 積 を 感 光 体 の 回 転 数 で
割 っ た 感 光 体 回 転 数 あ た り の 画 像 面 積 率 を 算 出 し 、 そ れ を 指 標 と す る こ と に し た 。
例 え ば 、 一 般 的 な 文 字 や 画 像 の 入 っ た チ ャ ー ト を 想 定 し 、 平 均 的 な 画 像 面 積 率 が ５ ％ （ 画
像 面 積 ３ １ １ ８ 平 方 ｍ ｍ ） 、 １ 回 の Ｊ ｏ ｂ あ た り の 平 均 的 な 通 紙 枚 数 が ３ 枚 （ 回 転 数 １ ６
） と 想 定 す る と 、 こ の と き の こ の 計 算 式 で の 回 転 数 あ た り の 画 像 面 積 率 Ｐ は 、
Ｐ ＝ ３ １ １ ８ （ １ 枚 あ た り ５ %） × ３ （ 枚 数 ） ／ １ ６ （ ３ 枚 連 続 通 紙 の 感 光 体 回 転 数 ） ＝
５ ８ ４ ． ６
と 計 算 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
本 実 施 例 で は ク リ ー ニ ン グ ユ ニ ッ ト 内 の ト ナ ー の 状 態 、 と く に 図 １ の Ａ 部 分 の ト ナ ー 溜 ま
り 具 合 か ら 、 こ の Ｐ の 計 算 結 果 が １ ５ ０ 以 下 の と き を 低 画 像 面 積 と 判 断 し 、 Ａ 部 分 に ト ナ
ー を 供 給 す る 動 作 を 追 加 し た 。
ま ず 、 印 刷 動 作 が 終 了 し た ら 、 そ の 印 刷 ジ ョ ブ の 間 の 感 光 体 回 転 数 と 書 き 込 み ユ ニ ッ ト で
書 き 込 ん だ 画 素 数 か ら Ｐ の 値 を 計 算 す る 。 そ し て 、 Ｐ の 値 が １ ５ ０ 以 下 と 判 定 し た ら 、 次
の ジ ョ ブ の 通 紙 前 に ク リ ー ニ ン グ 部 に ト ナ ー を 供 給 す る モ ー ド を 実 行 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
具 体 的 に は 印 刷 前 の 起 動 タ イ ミ ン グ で 、 通 常 起 動 時 は 感 光 体 モ ー タ 、 転 写 モ ー タ 、 現 像 モ
ー タ が 立 ち 上 が り 、 各 ユ ニ ッ ト が 定 常 回 転 し て か ら 、 帯 電 の バ イ ア ス を Ｏ Ｎ し 、 感 光 体 を
帯 電 さ せ 、 そ の 帯 電 し た 感 光 体 部 分 が 現 像 位 置 に 到 達 す る と こ ろ で 現 像 バ イ ア ス を Ｏ Ｎ す
る の に 対 し 、 ト ナ ー 供 給 モ ー ド を 実 行 す る 時 は 、 帯 電 し た 感 光 体 部 分 が 現 像 位 置 に 到 達 す
る よ り も １ ０ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ 前 に 現 像 バ イ ア ス を 立 ち 上 げ る よ う に し た 。 こ の よ う に す る こ と
で 、 １ ０ ０ ｍ ｓ ｅ ｃ （ 感 光 体 の 速 度 が １ ２ ５ ｍ ｍ ｓ ｅ ｃ な の で １ ２ ． ５ ｍ ｍ 相 当 ） の 間 、
帯 電 さ れ て い な い 部 分 に 対 し て 現 像 バ イ ア ス が 印 加 さ れ る た め 、 ベ タ 相 当 の 現 像 が 行 わ れ
る 。 こ の 部 分 が 転 写 装 置 を 通 り 抜 け る ま で 転 写 装 置 は 感 光 体 か ら 離 間 さ せ て お き 、 そ の ベ
タ 部 分 が 通 り 抜 け た 後 に 転 写 装 置 を 感 光 体 に 当 接 さ せ 、 そ の 後 レ ジ ス ト ク ラ ッ チ か ら 紙 を
供 給 し 、 そ の タ イ ミ ン グ に あ わ せ て 画 像 を 作 像 す る 。
こ の よ う に す る こ と で 、 ほ と ん ど 待 ち 時 間 を お く こ と な く 、 図 １ に 示 す ク リ ー ニ ン グ 装 置
の Ａ 部 分 に ト ナ ー を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 実 施 例 の 画 像 形 成 装 置 を 使 用 し 、 画 像 面 積 率 の 異 な る チ ャ ー ト を 使 用 し て ５ 万 枚 の 通 紙
を 行 っ た と き の 感 光 体 表 面 摩 擦 係 数 を 測 定 し た 。
結 果 は 比 較 例 １ と あ わ せ て 、 図 ２ に 表 示 す る 。
比 較 例 １ と 比 べ る と 本 実 施 例 で は 表 面 摩 擦 係 数 が 安 定 し て 推 移 し て お り 、 画 像 形 成 で も 表
面 摩 擦 係 数 の 上 昇 に よ る 、 中 抜 け や 、 表 面 摩 擦 係 数 の 低 下 に よ る 画 像 チ リ や 潤 滑 剤 塗 布 ム
ラ に よ る 画 像 ム ラ が 発 生 せ ず 、 常 に 良 好 な 画 像 が 得 ら れ た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
［ 比 較 例 １ ］
実 施 例 １ の 画 像 形 成 装 置 に お い て 、 低 画 像 時 で も ト ナ ー 供 給 を 実 施 せ ず 、 帯 電 し た 感 光 体
部 分 が 現 像 位 置 に 到 達 す る と こ ろ で 現 像 バ イ ア ス を Ｏ Ｎ し た 。
結 果 は 図 ２ に あ る よ う に 表 面 摩 擦 係 数 の 変 動 が 大 き く 、 画 像 は そ の 時 々 の 表 面 摩 擦 係 数 に
応 じ て 、 異 常 画 像 が 発 生 し た 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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［ 実 施 例 ２ ］
本 発 明 の 第 二 実 施 例 で は 、 低 画 像 面 積 の 通 紙 が 行 わ れ た 後 の ジ ョ ブ を 通 紙 す る 際 に ク リ ー
ニ ン グ ブ ラ シ ６ ２ に ト ナ ー と 同 極 性 の バ イ ア ス を 印 加 し た 。
ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ ６ ２ に は ブ ラ シ の 繊 維 と 繊 維 の 間 に ト ナ ー が 入 っ て ト ナ ー を 保 持 し た
状 態 に な っ て い る 。 こ こ に ト ナ ー と 同 極 性 の バ イ ア ス を 印 加 す る と ブ ラ シ か ら ト ナ ー が 吐
き 出 さ れ 、 吐 き 出 さ れ た ト ナ ー が 感 光 体 に 移 動 し 、 そ れ が ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド ６ １ で 書
き 取 ら れ Ａ の エ リ ア に 移 動 す る 。 こ れ に よ り 、 図 １ の Ａ 部 分 の 少 な く な っ た ト ナ ー 量 を 補
う こ と が で き る 。
た だ し 、 ブ ラ シ か ら の ト ナ ー の 吐 き 出 し は ブ ラ シ の 保 持 し て い る ト ナ ー 量 に 依 存 す る た め
、 効 果 は 一 時 的 に し か 保 て な い （ 図 ２ 参 照 ） 。 し か し 、 急 激 な 潤 滑 剤 塗 布 量 の 低 下 を 緩 や
か に す る 効 果 が あ る た め 、 画 像 が 急 激 に 変 化 す る こ と が な く 、 ま た 、 実 施 例 １ の 場 合 と 異
な り 、 ク リ ー ニ ン グ で 回 収 し た ト ナ ー の 再 利 用 に な る た め 、 ト ナ ー の イ ー ル ド に 影 響 し な
い と い う 利 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 実 施 例 ３ ］
本 発 明 の 第 ３ 実 施 例 で は 低 画 像 面 積 ジ ョ ブ の 次 の ジ ョ ブ が ２ ０ 枚 以 下 の 連 続 通 紙 の 場 合 は
そ の 間 ず っ と 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材 ６ ４ の 駆 動 を 停 止 し 、 ２ ０ 枚 以 上 の 連 続 ジ ョ ブ の 場 合 は 最
初 の ２ ０ 枚 の 間 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材 ６ ４ を 停 止 さ せ た 。 ま た 低 画 像 の ２ ０ 枚 以 下 の ジ ョ ブ が
続 い た 場 合 、 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材 ６ ４ が ず っ と 停 止 し て し ま う た め 、 累 計 ２ ０ 枚 通 紙 し た ら
、 低 画 像 の 場 合 で も そ の 次 か ら の １ ０ 枚 通 紙 中 は 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材 を 動 作 さ せ る よ う に し
た 。 こ の 様 に す る こ と で ク リ ー ニ ン グ 装 置 内 に ト ナ ー が 溜 ま る よ う に な る た め 、 低 画 像 面
積 の ジ ョ ブ が 続 い て も Ａ 部 の ト ナ ー が 減 り に く く な る た め 、 図 ２ に あ る よ う に 安 定 し た 表
面 摩 擦 係 数 を 維 持 で き 、 画 像 の 変 化 を 抑 制 す る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 使 用 さ れ る 画 像 形 成 装 置 の 一 実 施 例 を 示 す 主 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 の 画 像 形 成 装 置 を 使 用 し 、 画 像 面 積 率 の 異 な る チ ャ ー ト を 使 用 し て ５ 万
枚 の 通 紙 を 行 っ た と き の 感 光 体 表 面 摩 擦 係 数 を 測 定 し た 結 果 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１ 　 感 光 体
２ 　 帯 電 装 置
３ 　 露 光 装 置
４ 　 現 像 装 置
５ 　 転 写 装 置
６ 　 ク リ ー ニ ン グ 装 置
７ 　 レ ジ ス ト ロ ー ラ 対
６ １ 　 ク リ ー ニ ン グ ブ レ ー ド
６ ２ 　 ク リ ー ニ ン グ ブ ラ シ
６ ３ 　 潤 滑 材
６ ４ 　 廃 ト ナ ー 搬 送 部 材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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